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～秋の訪れ～
強く照り付けていた太陽が秋
の優しい日差しに変わりまし
た。木々も色づき始め、秋の
訪れを感じます。（大谷山 ゴン
ドーシャロレー）
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ロアッソサッカー教室

市原保育園運動会

9月22日（水）
28日（火）

９月25日（土）

　22 日（水）に黒川保育園、28 日（火）に中原保育園でロアッソ熊
本の指導員によるサッカー教室が開
かれました。
　ドリブルやシュートの練習を行な
い、ボールの扱いに慣れない子ども
はつい手でボールを触ってしまった
りと四苦八苦していました。練習の
最後には、２チームにわかれて試合
を行い、楽しそうにボールを追いか
けていました。

　市原保育園で運動会が開催されました。園児たちは市原の伝統芸能
である獅子舞や、大玉転がし、ソーラン節などの競技を一生懸命行っていました。保護者の方にアピー
ルしたり、笑顔を向けたりしながら、一つ一つの競技に全力で取り組む姿に元気をもらいました。

黒川保育園

中原保育園

町長と大玉転がし

ソーラン節

獅子舞

ダンス
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まちのわだい



　赤馬場の穴井里奈さんが熊本県農山漁村女性活躍表彰 
女性起業・新規事業開拓部門で熊本県知事賞を受賞され、
夫の俊輔さんとともに来庁されました。
　農山漁村女性活躍表彰とは、農林水産業及び農山漁村の
活性化や、若手女性の農林水産業への参入など女性活躍推
進のために優れた活動を行っている個人や団体の方々を表
彰するものです。 
　穴井さんは平の Foreque（フォレック）のグランドマネー
ジャーとして小国杉を中心とした製品開発、アロマオイル

の製造、ファブラボの運営などに携わっており、地域資源を活用した企業活動や農林業経営に積極的
に参画した事が評価され今回の受賞に至りました。受賞、誠におめでとうございます。

女性起業・新規事業開拓部門
熊本県知事賞受賞10月1日（金）

　今回の事業は、一般社団法人 救急医療・災害
対応無人機等自動支援システム活用推進協議会（通称：ＥＤＡＣ）が物流にお
ける CO2 排出量削減とともに人口減少・高齢化に伴う労働力不足、地域の物
流網維持、防災・減災等の課題解決を図ることを目的としたものです。自然休
養村管理センター前駐車場から、波居原体育館駐車場までの約 3.1㎞をドローンが飛行しました。ド

ローンは時速 75㎞で巡航し、今回の飛行で
は野菜を波居原体育館まで届けました。障
害物の回避が自動では難しいことが現在の
課題のひとつにあり、今後は改良を重ねて
ドローンでの物資の配送を可能にしたいと
のことでした。

ドローン物流実証事業
10月20日（水）

ダイヤモンド婚夫婦表彰
　昭和 36 年（1961 年）に結婚し、今年結婚 60 年目のダイヤモンド婚を迎えた町内 13 組のご夫婦に、
髙橋町長がそれぞれのご自宅で表彰状と記念品を贈りました。
　新型コロナウイルス感染症防止のため玄関口での表彰状授与となりましたが、皆様笑顔でお迎えいただ
きありがとうございました。

令和３年度　ダイヤモンド婚表彰者名簿（行政区・50 音順　敬称略）昭和 36 年結婚夫婦　年齢は 9 月 28 日現在

加賀　誠一（85）、美登子（84）　竹の熊 武田　友喜（85）、カヨ子（79）　田　尻

室原　正吾（85）、ルイ子（83）　矢津田下 猪股　富夫（83）、ヨシ子（81）　平

穴井　十三男（83）、安子（81）　杉田下 佐藤　工（88）、カチエ（81）　　吉　原

岩下　信雄（84）、キヌ（80）　　瓜上上 佐藤　守一（85）、サワ子（85）　吉　原

石橋　三幸（82）、マス子（79）　米山上 佐藤　智英（84）、幸子（81）　　小　田

林　業（89）、トヨ（84）　　　　落　見 田中　經則（85）、浪子（79）　　鬼　渕

宗像　清博（85）、ツヤ子（79）　地蔵原
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令
和
２
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
１
年
間
（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収

入
と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
「
一
般
会
計
」

と
「
特
別
会
計
」
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。
「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
防
災
・
教
育
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
会
計
で

す
。
「
特
別
会
計
」
は
、
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金
で
、
一
般
会
計
と
は
別
の
収
支

に
な
り
ま
す
。
南
小
国
町
に
は
国

民
健
康
保
険
・
水
道
事
業
な
ど
７

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
63
億
２
，
１
８
６
万

円
、
歳
出
56
億
２
，
９
６
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き

た
お
金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家

計
簿
に
例
え
る
と
収
入
に
当
た

り
ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と

11
億
８
，
１
７
５
万
円
の
増
額

（
23
・
０
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われている
のかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、令和２年度の決算と、令
和３年度上半期（令和３年４月１日～令和３年９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円）

構成比
（％）

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 9,204 1.5

地方譲与税 7,676 1.2

環境性能割交付金 392 0.1

株式等譲渡所得割交付金 86 0.0

配当割交付金 88 0.0

法人事業税交付金 79 0.0

地方特例交付金 291 0.0

交通安全対策特別交付金 0 0.0

利子割交付金 20 0.0

（自主財源その他の内訳）

分担金及び負担金 15,215 2.4

使用料及び手数料 6,755 1.1

諸収入 3,368 0.5

繰入金 39,579 6.3

財産収入 1,093 0.2

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり 1,446,470 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり 110,243 円

決算年度末　住基人口　3,892 人

一般会計歳入　　　63 億 2,186 万円

その他
6億6,10万円
（10.5％）

その他
6億6,10万円
（10.5％）

寄付金
9億9,610万円

（15.8％）

寄付金
9億9,610万円

（15.8％）

町税
4億2,907万円

（6.8％）

町税
4億2,907万円

（6.8％）

繰越金
6億5,340万円

（10.3％）

その他
1億7,835万円

（2.8％）

その他
1億7,835万円

（2.8％） 町債 1億7,258万円 （2.7％）

国庫支出金
9億3,065万円

（14.7％）

国庫支出金
9億3,065万円

（14.7％）

地方交付税
19億9,739万円

（31.6％）

自主財源
（41.3％） 依存財源

（58.7％）

県支出金
3億422万円
（4.8％）

県支出金
3億422万円
（4.8％）

県支出金
3億422万円
（4.8％）

（億円）
歳入・歳出の推移
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南小国町の家計簿は　どうなっているの？

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
町
税
・
前
年
度
繰
越

金
・
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

27
億
３
，
８
６
７
万
円
で
、
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

35
億
８
，
３
１
９
万
円
で
、
全
体

の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お
金

の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
11
億
４
，

２
９
８
万
円
の
増
額
（
25
．
５
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

80
億
５
，
１
７
９
万
円
、
歳
出
が

73
億
６
４
２
万
円
で
、
歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
７
億
４
，

５
３
７
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
中
か
ら
令
和
３
年
度
に

１
億
５
，
１
５
１
万
円
を
繰
り
越

し
た
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額
は

５
億
９
，
３
８
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 6 億 4,317
歳出 6 億 3,304

水道事業
歳入 1 億 7,333
歳出 1 億 5,852

農業集落排水事業
歳入 3,193
歳出 2,831

介護保険
歳入 6 億 4,229
歳出 6 億 3,225

特定地域生活排水処理事業
歳入 2,188
歳出 2,009

公共下水道事業
歳入 1 億 5,427
歳出 1 億 4,203

後期高齢者医療
歳入 6,306
歳出 6,251

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

〇
町
道
中
湯
田
赤
迫
線

道
路
改
良
工
事
〇
町
道
星
和
八
本

松
線
他
道
路
改
良
工
事
○
橋
補
修

工
事
○
団
地
外
壁
改
修
工
事

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

○
水

稲
被
害
見
舞
金
○
林
業
従
事
者
維

持
確
保
市
場
販
売
経
費
助
成
〇
超

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補

助
金
〇
休
業
支
援
給
付
金

民
生
費
・
衛
生
費　

○
児
童
手
当

の
支
給
○
災
害
廃
棄
物
処
理
委
託

○
乳
幼
児
・
子
育
て
支
援
・
ひ
と

り
親
医
療
費
助
成
金
○
各
種
予
防

接
種
・
検
診

総
務
費
・
消
防
費　

〇
特
別
定
額

給
付
金
○
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委

託
○
タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業

〇
熊
本
地
震
に
よ
る
座
標
値
補
正

委
託

教
育
費　

〇
小
学
校
校
内
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
構
築
工
事
○
奨
学
金
貸

付
事
業
○
学
校
教
材
備
品
購
入
○

社
会
教
育
団
体
等
へ
の
助
成
〇
小

学
校
給
食
費
補
助

災
害
復
旧
費　

○
農
地
災
害
復
旧

工
事
〇
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
〇
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事

一般会計歳出　　　56 億 2,969 万円

消防費
1億2,785万円
（2.3％）

商工費
2億2,825万円（4.0％）　　　　

議会費
6,072万円
（1.1％）諸支出金

7万円
（0.0％）

教育費
2億9,254万円
　　　　（5.2％）

教育費
2億9,254万円
　　　　（5.2％）土木費

3億1,328万円（5.6％）
土木費
3億1,328万円（5.6％）

災害復旧費
1億9,044万円（3.4％）　　

災害復旧費
1億9,044万円（3.4％）　　

民生費
6億8,397万円
（12.1％）

農林水産業費
4億2,971万円
（7.6％）

農林水産業費
4億2,971万円
（7.6％）

公債費
2億8,490万円

（5.1％）

公債費
2億8,490万円

（5.1％）

衛生費
6億5,208万円
（11.6％）

衛生費
6億5,208万円
（11.6％）

総務費
23億6,588万円
（42.0％）
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収入 金額 歳入の内容
給料 43 万円 町税
パート収入 7 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 323 万円 地方交付税、国・県支出金
ローン・借入金 17 万円 町債
不動産収入 1 万円 財産収入
事業収入 100 万円 ふるさと納税
貯金の取り崩し 40 万円 繰入金
前年度からの繰越金 65 万円 繰越金
その他の収入 36 万円 その他
年間収入合計 632 万円 

支出 金額 歳出の内容
食費 79 万円 人件費
医療費・教育費 24 万円 扶助費
ローンの返済 28 万円 公債費
光熱水費・日用品の購入 74 万円 物件費
家電や車の修理 2 万円 維持補修費
事業支出 50 万円 ふるさと納税経費
自治会費 145 万円 補助費
子どもへの仕送り 38 万円 繰出金
貯金 80 万円 積立金
知人に貸したお金 1 万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 42 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 563 万円 

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 6.4％ 25％ 35％

将来負担比率 ― 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

令
和
元
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

水道事業特別会計 ― 20％

農業集落排水事業特別会計 ― 20％

特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ― 20％

用語の説明
実質赤字比率	 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率	 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率	 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率	 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率	 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率
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教
育
費

農
林
水
産
業

費 公
債
費

商
工
費

災
害
復
旧
費

議
会
費

消
防
費

土
木
費

予
備
費

総
務
費

衛
生
費

民
生
費

地
方
交
付
税

そ
の
他

分
担
金
及
び

負
担
金

地
方
消
費
税

交
付
金

地
方
譲
与
税

繰
入
金

県
支
出
金

繰
越
金

国
庫
支
出
金

町
債

町
税

寄
付
金 令

和
３
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

《　特　別　会　計　》

会　計　名 　予算額 　収入額 　収入率 　執行額 執行率

国 民 健 康 保 険 6億 847万円 2億 6,887万円 44.2％ 2億 3,511万円 38.6 ％

水 道 事 業 1億 6,355万円 4,900万円 30.0％ 5,370万円 32.8 ％

農 業 集 落 排 水 事 業 3,231万円 651万円 20.2％ 1,209万円 37.4 ％

介 護 保 険 6億 4,772万円 2億 6,326万円 40.6％ 2億 6,474万円 40.9 ％

特定地域生活排水処理事業 2,319万円 579万円 25.0％ 720万円 31.0 ％

公 共 下 水 道 事 業 1億 4,518万円 2,523万円 17.4％ 5,920万円 40.8 ％

後 期 高 齢 者 医 療 6,499万円 2,121万円 32.6％ 1,481万円 22.8 ％

合　　　計 16億 8,541万円 6億 3,987万円 38.0％ 6億 4,685万円 38.4 ％

支出済額　１７億５，１５２万円

予算総額　７２億８，９５３万円

収入済額　２７億４，９４７万円

歳
入

収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

歳
出

執
行
額
（
％
は
執
行
率
）
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23,284 

差　　引　　額

321,010 

290,081 

611,091 

309,143 

278,664 

587,807 

特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘特別会計

養護老人ホーム湯の里荘特別会計

合　　　　　　　計

構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

歳 出 決 算 額歳 入 決 算 額特　別　会　計　名

11,867 

南阿蘇村

西原村

大きな事業を行うために国や県、金融機関から借り入れたお金
です。

3.1 % 

（単位：千円）

説 明

公 債 費 367,897 12.1 % 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。

533,208

59,532

2,651,331

合 計 3,049,603 100.0 % 

財 産 収 入

45.6 % 

0.2 % 

0.0 % 

298 

79,881 

50,833 

79,193 

96,700 

繰 入 金

6,884 

159,067 

1,391,758 

5,940 

0 

0.2 % 

5.2 % 

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

災 害 復 旧 費

2,651,331 

（単位：千円）

合　 計

項 目 金 額 構 成 率

項 目 金 額 構 成 率 説 明

預金利子、受託事業収入及び雑入による収入です。

3,095,533 

85.7 % 

4.4 % 

0.0 % 

0.0 % 

2.6 % 

1.6 % 

2.6 % 

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

市町村名

阿蘇市

南小国町

小国町

産山村

高森町

（単位：千円）

基金の利子による収入です。

組合事業の財源として基金から繰り入れたお金及び、特別会
計からの繰り戻し金です。

前年度からの繰越金です。

金　　額

1,120,802

223,567

340,366

77,268

296,588

◎一般会計決算状況

繰 越 金

諸 収 入

◎特別会計決算状況

組 合 債

合 計

当組合が行う事業のため、構成市町村が負担するお金です。
市町村別の金額は右図のとおりです。

ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等による収入です。

特定の事業を行うために国が交付するお金です。

消 防 費 1,118,057 36.7 % 消防、救急活動の費用です。

特別会計等への繰出金です。

137,297 

0 

組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査会、
障害支援区分認定審査会の運営費も含まれています。

生活に密接した事業費で、火葬施設及び一般廃棄物処
理施設の運営費です。

落雷により被害を受けた消防施設の復旧に使用した費用
です。

100.0 % 

（単位：千円）

諸 支 出 金

11,417 

歳出総額 ３，０４９，６０３千円

令和３年第３回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、令和２年度

決算が承認されました。

決算状況は、次のとおりです。

阿 蘇 広 域 行 政 事 務 組 合 阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々の生命と

財産を守り、生活環境の整備と豊かで住みよい地域社会を作るた

めの仕事をしています。

決算の詳しい内容は、下記ＵＲＬからもご覧いただけます。

阿蘇広域行政事務組合

TEL 0967-24-5111
URL http://www.aso.ne.jp/~koiki/

歳入総額 ３，０９５，５３３千円
市町村別負担金一覧表

令和２年度一般会計における歳入総額は３，０９５，５３３千円となり、前年度

３，０８３，５０１千円と比べて、１２，０３２千円の増となりました。

令和２年度一般会計における歳出総額は３，０４９，６０３千円となり、前年度

３，０３２，６６８千円と比べて、１６，９３５千円の増となりました。
平成２８年度債～平成３０年度債の元金償還開始に伴い公債費が増額になったこと、はしご車点検整備

委託、緊急車両の更新等を実施したことにより、消防費が増額となったことなどが主な要因です。

議会費
(0.2%)

総務費
(5.2%)

衛生費
(45.6%)

消防費
(36.7%)災害復旧費

(0.2%)

公債費
(12.1%)

【歳出】

分担金及び

負担金
(85.7%)

使用料及び手数料
(4.4%)

財産収入
(0.0%)

繰入金
(2.6%)

繰越金
(1.6%)

諸収入
(2.6%)

組合債
(3.1%)

【歳入】

令 和 ２ 年 度 決 算 報 告

広報きよら 2021.11
8



　
小
値
賀
町
は
、
長
崎
県
の
五
島
列

島
北
部
に
位
置
し
、
小
値
賀
本
島
を

中
心
に
大
小
17
の
島
々
か
ら
成
り
立

ち
、
島
の
ほ
と
ん
ど
が
西
海
国
立
公

園
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
界
文
化
遺
産
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の

構
成
資
産
で
あ
る
「
野
崎
島
の
集
落

跡
」
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
小
値
賀
町
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設

も
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

然
が
あ
り
、
人
情
が
あ
り
、
お
も
て

な
し
が
あ
り
ま
す
。「
何
も
な
い
け

ど
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
が
あ
る
」

そ
れ
が
小
値
賀
町
の
魅
力
で
す
。

　
10
月
3
日（
日
）に
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
62
名
（
41
世
帯
）

の
参
加
が
あ
り
、
町

の
歴
史
に
触
れ
な
が

ら
、
町
内
の
美
化
活

動
に
貢
献
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う

な
活
動
を
継
続
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
㉘長崎県　小値賀町

稲
刈
り
も
済
み
し
安
堵
の
酒
を
汲
む　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

つ
ば
め
去
り
空
を
仰
い
で
春
を
待
つ　
　
　
　

法　
　
　

水

後の
ち

の
月つ

き

星
の
煌
め
く
温
め
酒　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

蜘
蛛
の
網
芸
術
だ
ね
と
褒
め
て
取
る　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

蜘
蛛
の
巣
や
ビ
ー
ズ
並
び
し
ご
と
雫　
　
　
　

北
里　

典
子

孫
駆
け
て
秋
晴
翔
る
カ
イ
ト
か
な　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

川
澄
み
て
校
歌
流
れ
り
鷺
の
背
に　
　
　
　
　

北
里
里
恵
子

夫
の
稲は

さ架
熟
練
の
技
軋
み
な
し　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

韮
の
花
ひ
そ
と
朝
露
溜
め
て
お
り　
　
　
　
　

平
野
た
か
子

彼
岸
花
路
に
紅
ひ
く
地
域
の
和　
　
　
　
　
　

宅
野　

晴
美
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確
定
申
告
資
料
の
保
管
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
所
得
税
・

住
民
税
の
確
定
申
告
に
使
用
す
る
書
類
が

関
係
各
所
か
ら
郵
送
な
ど
で
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
確
認
と
保
管
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

送
付
書
類
の
例

・
令
和
３
年
分　

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
・
令
和
３
年
分　

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
（
ハ
ガ
キ
）

・
生
命
保
険
料
払
込
証
明
書

・
医
療
費
通
知
書

　

職
場
や
年
金
事
務
所
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化

　

年
末
調
整
の
際
に
従
業
員
が
作
成
し
て

勤
務
先
に
提
出
す
る
「
保
険
料
控
除
申
告

書
」
な
ど
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
従
業
員

か
ら
電
子
デ
ー
タ
に
よ
り
提
出
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
に

添
付
し
て
い
た
保
険
会
社
か
ら
送
付
さ
れ

て
い
る
「
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
も
電

子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
当
局
で
は
、
控
除
証
明
書

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
簡
単
に
保
険
料
控
除

申
告
書
な
ど
の
電
子
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
年
末
調
整
控
除
申
告
書

作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト

　
（
勤
務
先
の
メ
リ
ッ
ト
）

①
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
の
控
除
額

の
検
算
が
不
要

②
控
除
証
明
書
等
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
要

③
年
末
調
整
関
係
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
の

削
減

　
（
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト
）

①
控
除
額
等
の
記
入
・
手
計
算
が
不
要

②
控
除
証
明
書
等
デ
ー
タ
を
紛
失
し
て
も

再
交
付
依
頼
が
不
要

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
阿
蘇
税
務
署
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
３
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118
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全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
～
11
月
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
一
度
火
災
予
防
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◇
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
お
う
ち
時
間

　
　
　
　
　
家
族
で
点
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末

新
職
員
紹
介

　

10
名
の
新
職
員
が
採
用
さ
れ
北
部
分
署

に
は
４
名
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
橋
本
真
輝
（
阿
蘇
市
出
身
）

〇
山
口
昂
大
（
阿
蘇
市
出
身
）

〇
河
津
秀
和
（
小
国
町
出
身
）

〇
河
野　

涼
（
小
国
町
出
身
）

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
を
目
指
し
て

　

児
童
ポ
ル
ノ
は
、
児
童
の
性
被
害
・
性

的
虐
待
の
記
録
で
あ
り
、
児
童
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

児
童
ポ
ル
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

流
出
す
れ
ば
回
収
は
事
実
上
不
可
能
で
あ

り
、
被
害
児
童
の
苦
し
み
は
将
来
に
わ

た
っ
て
続
き
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
、
提

供
、
公
然
陳
列
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
取

り
締
ま
り
を
行
い
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶

を
目
指
し
ま
す
。

◆
自
己
性
的
目
的
所
持
罪

１
年
以
下
の
懲
役
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

◆
児
童
ポ
ル
ノ
公
然
陳
列
罪

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

５
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

又
は
併
科

罰 則○
児
童
ポ
ル
ノ
の
対
象
児
童
は
、「
男
女

を
問
わ
ず
18
歳
に
満
た
な
い
者
」で
す
。

児
童
虐
待
の
防
止

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
親
権
を
行

う
者
、
未
成
年
者
後
見
人
、
そ
の
他
の
者

で
児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い
う
。）

が
監
護
す
る
児
童
（
18

歳
未
満
の
者
）
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
行
為
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

○
性
的
虐
待

○
怠
慢
又
は
拒
否（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

○
心
理
的
虐
待

　

ま
た
、「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
で
は
体
罰
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
い

た
ず
ら
を
し
た
か
ら
と
、
頬
を
叩
い
た
り

長
時
間
正
座
を
さ
せ
る
こ
と
は
体
罰
で
あ

り
、「
し
つ
け
」で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
児
童
虐
待
事
案
は
、
児
童
相
談
所
へ

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
　
☎
１
８
９
　
」

（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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９
月
21
日（
火
）と
22
日（
水
）の
２
日
間

で
、
小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い

ま
し
た
。
当
初
は
９
月
初
旬
に
予
定
で
し

た
が
、
熊
本
県
の
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置

の
た
め
延
期
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
、
生
徒
と
職

員
の
み
で
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
１
日
目
は
午
後
か
ら
委
員
会

発
表
や
、
各
学
年
代
表
に
よ
る
探
究
活

動
・
進
路
の
取
組
に
つ
い
て
の
発
表
、
１
・

２
年
生
制
作
の
映
像
作
品
を
ク
ラ
ス
に
あ

る
教
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
視
聴
し
、
校
内
で

サ
ー
ク
ル
活
動
や
授
業
で
作
成
し
た
作
品

の
展
示
が
行
い
ま
し

た
。
２
日
目
は
体
育

館
で
ピ
ア
ノ
演
奏
や

少
林
武
術
表
演
、
ク

ラ
ス
劇
な
ど
個
々
の

才
能
を
活
か
し
た
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
マ
ス

ク
の
着
用
や
換
気
、

生
徒
同
士
の
間
隔
の

確
保
等
の
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
行
い
、

午
後
か
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
華
で
あ
る
家
庭
サ
ー
ク
ル
の

ド
レ
ス
シ
ョ
ー
や
吹
奏
学
部
の
演
奏
を
行

い
ま
し
た
。
家
庭
サ
ー
ク
ル
部
長
の
室
原

萌
花
さ
ん
は
「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
発
表

と
な
り
、
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
部
分

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
部
員
や
モ
デ
ル
が

頑
張
っ
て
き
た
成
果
を
見
て
も
ら
え
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。」
と
感
想
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
来
年
は
、
小
国
高
生
の
頑
張

り
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
見
て
頂
け
る
よ
う

に
、今
年
の
経
験
を
糧
に
、よ
り
一
層
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
部
の
高
学
年
で

校
外
学
習
に
出
か
け
ま
し
た

　

小
学
部
６
年
生
、
４
年
生
で
阿
蘇

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
へ
校
外
学
習
に
出
か
け

ま
し
た
。
本
来
の
予
定
で
は
、
修
学
旅
行

と
し
て
、
大
分
方
面
へ
出
か
け
る
予
定
で

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
校
外
学

習
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
か

を
知
る
た
め
に
一
人
一
人
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
施
設
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
調
べ
た
り
、
チ
ケ
ッ
ト
の
買
い
方
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
し
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ

ト
の
買
い
方
の
学
習
で
は
、
券
売
機
の

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
模
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

画
面
を
操
作
し
な
が
ら
、
お
金
の
支
払
い

に
つ
い
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
は
、
券
売

機
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
や
お
金
の
支

払
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
に
な
い
遊
具
を
使
っ

て
お
も
い
き
り
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
外
学
習
の
際
の
約
束
や
感
染
症
対
策

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
充
実
し
た
１
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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強
み
を
生
か
し
て

　

地
域
を
学
ぶ
「
き
よ
ら
学
」
と
し
て
２

年
生
が
６
月
に
「
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
（
職

場
体
験
）」
を
、
1
年
生
が
９
月
に
「
農

業
体
験
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
上
）【
２
年
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
】
働
く
思
い
を
知
り
、
事

業
所
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

（
下
）【
１
年
農
業
体
験
】
様
々
な
農
業
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
農
作
物
の
豊
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入
れ
事
業
所
や
農
家

さ
ん
の
所
で
、
生
徒
は
本
当
に
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
先
の
皆
さ
ん
の
、「
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」「
子

ど
も
た
ち
と
知
り
合
え
る
こ
の
行
事
が
楽
し

み
で
す
。」
と
い
っ
た
言
葉
に
、
地
域
の
学
校

へ
の
協
力
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。地
域
の
協
力
体
制
が
本
校
の
強
み
で
す
。

育
む
べ
き
資
質
・
能
力
「
４
Ｃ
」

　

こ
れ
か
ら
の
予
測
困
難
な
社
会
の
中
で

も
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
社
会
を
よ
り

よ
く
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
の
資
質
・
能
力

を
育
成
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
、
そ
の
育
む
べ
き
資
質
・

能
力
を
下
表
の
４
つ
に
整
理
し
、
そ
の
頭

文
字
を
と
っ
て
、「
４
Ｃ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
「
き
よ
ら
学
」
や
日
々
の
授
業
を
、

き
よ
ら
の
郷
で
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
こ

れ
ら
の
能
力
を

伸
ば
し
、
生
徒

が
「
学
ぶ
こ
と

を
自
分
の
将
来

と
つ
な
げ
な
が

ら
、
社
会
の
中

で
自
分
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ

自
分
ら
し
い
生

き
方
を
実
現
し

て
い
く
た
め
の

力
を
育
む
」
こ

と
が
目
指
す

ゴ
ー
ル
で
す
。 （

文
責
）
校
長　

上
田
武
満

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』

　

様
々
な
落
ち
葉
が
足
元
を
彩
り
、
頬
を

な
で
る
風
が
冷
た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
活
動
再
開
。
早
速
『
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』
に
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
！

　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
最
年
少
指
導
者
の
秋

吉
智
衣
さ
ん
を
代
表
に
、
11
人
の
子
ど
も

達
の
元
気
な
声
が
久
し
ぶ
り
に
体
育
館
に

響
き
ま
し
た
。

　

取
材
に
お
邪
魔
し
た
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
中
止
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
最
初

の
活
動
日
。
指
導
者
・
子
ど
も
達
と
も
に

「
ど
こ
ま
で
教
え
て
た
っ
け
？
」「
ど
こ
ま

で
習
っ
た
？
」
と
思
い
出
し
な
が
ら
の
活

動
再
開
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
活
動
の
た
め
、
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
し
っ
か
り
と
体
を
ほ
ぐ
し
、
ボ
ー
ル
に

触
れ
ま
す
。
嬉
し
そ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
い

た
低
学
年
の
子
ど
も
達
が
印
象
的
で
し
た
。

　

サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ
・
ス
パ
イ
ク
と
、

基
本
練
習
を
中
心
に
丁
寧
に
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
指
導
を
受
け
た
子
ど
も
達

の
対
応
の
速
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。「
ち
ゃ

ん
と
ボ
ー
ル
見
て
～
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら

直
ぐ
出
来
る
ん
で
す
よ
‼
私
に
は
無
理
で

す
！
ボ
ー
ル
怖
い
…
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
各
種
大
会

や
練
習
試
合
等
が
中
止
さ
れ
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
所
が
な
い
…
同
年
代
の

子
達
と
試
合
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
…
指
導

者
の
方
々
の
お
悩
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で「
準
備
」

「
準
備
運
動
」「
練
習
」「
片
付
け
・
掃
除
」

と
無
駄
な
く
集
中
し
、
楽
し
そ
う
に
活
動

し
て
い
る
子
ど
も
達
を
見
て
、
純
粋
に
凄

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
【
飛
べ
！
未
来
に
…
】

　

将
来
、
プ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ
で
羽
ば
た
く

子
ど
も
が
い
る
か
も
い
れ
な
い
…
そ
ん
な

期
待
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
」
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

Communication
コミュニケーション

自分の考えを他人に分かりやすく、
効率的に伝える能力

Collaboration
コラボレーション 多様な集団の中で協働できる能力

Creativity
クリエイティビティ

新たな価値を生み出す豊かな創造
性

CriticalThinking
クリティカル・シンキング

「なぜ・本当にそうか」と問いかけ、
納得のいく結論に到達する力
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感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
！

　

気
温
と
湿
度
が
下
が
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
咳
や
鼻
水
な
ど
の
風
邪
症
状

を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型

コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
感
染
症
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
感
染
症
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

①
丁
寧
な
手
洗
い
と
手
指
消
毒
を
行
い

ま
し
ょ
う

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、

人
の
手
を
介
し
て
拡
散
し

て
い
く
こ
と
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
外
か
ら

帰
宅
し
た
後
や
ト
イ
レ
の
後
、
食
事
の

前
、オ
ム
ツ
交
換
の
前
後
、動
物
を
触
っ

た
後
な
ど
で
す
。

　

石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
使
用

し
、
流
水
で
洗
い
流
す
こ
と
が
基
本
で

す
。
石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
に
は
、

界
面
活
性
剤
が
含
ま
れ
て
お
り
、
皮
脂

や
汚
れ
と
と
も
に
、
手
に
付
着
し
た
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
し
て
落
と
し

ま
す
。
30
秒
以
上
の
時
間
を
か
け
て
、

手
首
か
ら
指
先
、
爪
の
間
ま
で
隅
々
洗

い
ま
し
ょ
う
。流
水
で
泡
を
洗
い
流
し
、

清
潔
な
ハ
ン
カ
チ
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

で
水
分
を
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
乾
い
た
手
に
消
毒
液
を
適

量
取
り
、
手
指
全
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

行
き
渡
る
よ
う
に
、
乾
く
ま
で
す
り
込

み
ま
し
ょ
う
。

②
清
潔
な
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う

　

マ
ス
ク
に
は
、
布
製
や
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
製
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
不
織
布
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
く

し
ゃ
み
や
咳
、
大
声
を
出
し
た
時
に
出

る
飛
沫
量
を
減
ら
す
と
同
時
に
、
吸
い

込
む
量
も
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
上
部
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
ワ

イ
ヤ
ー
を
鼻
の
形
に
合
わ
せ
、
隙
間
を

塞
ぎ
ま
す
。
あ
ご
の
下
ま
で
伸
ば
し
、

顔
に
隙
間
な
く
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

③
密
を
避
け
ま
し
ょ
う

密
接
・
密
集
・
密
閉
が
起
こ
り
や
す
い

場
所
や
状
況
な
ど
を
避
け
ま
す
。
数
名

で
集
ま
っ
て
食
事
や
お
し
ゃ
べ
り
す
る

時
は
、
時
間
は
で
き
る
限
り
短
く
し
、

大
声
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
十
分
な
換
気
も
併
せ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

11
月
14
日
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｄ
）
は
、

糖
尿
病
の
脅
威
が
世
界
的
に
拡
大
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
世
界
規
模
で
糖
尿

病
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
の
糖
尿
病
人
口
は
爆
発
的
に

増
え
続
け
て
お
り
、
２
０
１
９
年
時

点
で
糖
尿
病
有
病
者
数
は
４
億
６
，

３
０
０
万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
世
界
の
成
人
（
20
歳
～
79
歳
）

の
11
人
に
１
人
が
、
糖
尿
病
に
罹
っ

て
い
る
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
５
億
７
，

８
０
０
万
人
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

【
日
時
】　

11
月
14
日（
日
）17
時
～
23
時

【
場
所
】　

熊
本
城
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館

■
自
覚
症
状
を
感
じ
に
く
い
？

　

 

糖
尿
病
の
自
覚
症
状
に
は
、
の
ど

が
異
常
に
渇
く
（
水
を
た
く
さ
ん
飲
む

よ
う
に
な
る
）、
尿
の
量
や
回
数
が
増

え
る
、
強
い
疲
労
感
・
倦
怠
感
が
あ
る
、

甘
い
も
の
が
急
に
欲
し
く
な
る
、
食
欲

が
異
常
に
強
く
な
る
、
食
欲
は
あ
る
の

に
痩
せ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
血
糖
値
が
基
準
よ
り
も
少

し
高
く
、
尿
に
糖
が
出
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
自
覚
症
状
は
な

か
な
か
表
面
化
し
ま
せ
ん
。「
血
糖
値

が
高
か
っ
た
け
ど
、
自
覚
症
状
が
な
い

か
ら
健
康
だ
」
と
安
易
に
決
め
つ
け
て

放
置
す
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
の
が
、
糖
尿
病
の
恐
ろ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

北
里
柴
三
郎
の
薫
り
の
す
る
日
本

唯
一
の
公
立
病
院
に

病
院
事
業
管
理
者　

片
岡
恵
一
郎　

　

北
里
柴
三
郎
先
生
が
肥
後
国
阿
蘇
郡

小
国
郷
北
里
村
に
生
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

１
８
５
３
年
１
月
29
日
の
事
で
し
た
。
こ

の
年
に
ペ
リ
ー
が
黒
船
で
来
航
し
た
と
い

え
ば
、
な
ん
と
な
く
時
代
感
が
つ
か
め
る
で

し
ょ
う
か
？　

そ
れ
か
ら
、
１
６
６
年
経
っ

た
２
０
１
９
年
４
月
に
柴
三
郎
先
生
が

１
０
０
０
円
札
の
肖
像
画
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
日
本
の
歴
史
上
で
お
札
に

描
か
れ
た
人
物
は
わ
ず
か
18
名
。
聖
徳
太

子
や
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
話
的
な
人

物
と
肩
を
な
ら
べ
る
事
に
な
っ
た
柴
三
郎
先

生
。 

世
界
の
医
学
史
に
残
る
偉
業
を
成
し

遂
げ
た
事
を
評
価
さ
れ
、
２
０
２
４
年
に

は
、
日
本
人
が
毎
日
の
様
に
顔
を
合
わ
せ

る
人
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

柴
三
郎
先
生
の
生
誕
の
地
、
小
国
郷
の

公
立
病
院
は
、
こ
の
価
値
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
４
月

か
ら
、
病
院
事
業
管
理
者
と
な
っ
た
私
の

大
き
な
役
割
の
一
つ
は
、
こ
の
唯
一
無
二
の

価
値
を
、
小
国
郷
の
医
療
の
価
値
と
し
て

取
り
込
む
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
手
を
つ
け
た
こ
と
は
、
あ
り
き
た
り

で
す
が
、
柴
三
郎
先
生
に
関
す
る
本
や
文

献
を
読
む
事
で
し
た
。
数
冊
本
に
目
を
通

す
と
、
柴
三
郎
先
生
に
つ
い
て
真
剣
に
学
ん

で
来
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り

ま
し
た
。
自
分
が
、
柴
三
郎
先
生
に
つ
い
て

　

表
面
的
に
も
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
事

に
気
づ
い
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
小
国
郷
で

生
ま
れ
育
っ
た
方
も
博
士
の
事
を
フ
ワ
ッ
と

し
か
知
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
同
時
に
、２
０
２
４
年
を「
新

札
フ
ィ
ー
バ
ー
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
で
終

わ
ら
せ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
未
来
永

劫
、
小
国
郷
に
柴
三
郎
先
生
の
価
値
が
残

る
為
の
き
っ
か
け
が
２
０
２
４
年
で
あ
る
べ

き
だ
、
と
考
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
の
新
紙
幣
発
行
ま
で
に
、

小
国
郷
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
柴
三
郎
先

生
の
偉
業
を
医
療
の
立
場
か
ら
お
伝
え
し

た
い
と
、
病
院
の
新
聞
「
ゆ
た
ー
っ
と
」
に

「
柴
三
郎
先
生
の
薫
り
」
と
い
う
連
載
を

開
始
し
ま
し
た
。
毎
回
、読
ま
れ
た
方
「
わ

か
り
や
す
い
」と
の
お
言
葉
い
た
だ
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
目
通
し
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
４
年
に
向
け
て
既
に
動
き
始
め

て
い
た
、
小
国
町
役
場
、
北
里
柴
三
郎
記

念
館
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
柴
三

郎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
柴
三
郎
先
生
に
つ
い
て
詳
し
い
方
の

お
話
を
聴
い
た
り
、
青
山
霊
園
の
本
墓
よ

り
分
髪
し
た
小
国
に
あ
る
お
墓
に
も
お
参

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柴
三
郎
先
生
の
紙
幣
発
行
を
機
に
、
小

国
町
で
、
南
小
国
町
で
、
小
国
郷
で
、
阿

蘇
圏
域
で
、
熊
本
県
で
、
日
本
全
国
で
、

そ
れ
ぞ
れ
享
受
で
き
る
価
値
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
小
国
公
立
病
院
は
日
本
で
唯
一

柴
三
郎
先
生
生
誕
の
地
の
公
立
病
院
を
名

乗
れ
る
病
院
で
す
。
ま
ず
は
、
⑴
柴
三
郎

先
生
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
・
勉
強
会
、
⑵

柴
三
郎
先
生
の
薫
り
の
す
る
病
院
づ
く
り
、

⑶
小
国
郷
の
予
防
医
療
の
事
業
を
、
様
々

な
組
織
と
協
力
し
な
が
ら
、
手
掛
け
て
い

き
ま
す
。「
北
里
柴
三
郎
の
薫
り
の
す
る
日

本
唯
一
の
公
立
病
院
」
を
自
称
し
、
そ
の
自

称
に
恥
じ
な
い
小
国
郷
の
病
院
と
地
域
医

療
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

既
に
、
病
院
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
柴

三
郎
先
生
の
お
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
４
年
を
中

身
の
詰
ま
っ
た
慶
び
に
満
ち
た
状
態
で
迎
え

ら
れ
る
様
、「
熱
と
誠
」
を
も
っ
て
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
小
国
郷
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
里
柴
三
郎
先
生
の
薫
り
：

https://kkataoka.
w
ixsite.com

/
shibasaburo

職　員　紹　介
３階病棟看護師
　野中　愛海
〇ひとこと
　今４月より３階病棟に勤めさ
せて頂いております。
　住まいは小国ですが、出身は
天草です。入職し早くも半年が
経ち、なかなか慣れない環境ではありますが、周
りの優しい先輩方に支えられて頑張っています。
　少しでも小国の地域医療のお役に立てればと
思っています。どうぞよろしくお願い致します。

日赤派遣看護師
　石山　ひろみ
〇趣味
　ドライブ
〇ひとこと
　令和３年10月１日より３階病
棟で勤務させて頂いております。
　６ヶ月という短い間ではございますが、１日で
も早く仕事に慣れ、少しでも地域看護に貢献でき
るように頑張りたいと思っています。
　ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いします。

ゆ
た
〜
っ
と
新
聞
の
紙
面

柴
三
郎
博
士
が
あ
ち
こ
ち
に

15
広報きよら 2021.11



お
薬
手
帳
を
上
手
に
活
用
し
て

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

お
薬
手
帳
っ
て
な
に
？

　

皆
さ
ん
は
、「
お
薬
手

帳
」を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

お
薬
手
帳
と
は
、
皆
さ

ん
が
病
気
や
怪
我
で
病
院
に
か
か
っ
た

と
き
、
医
師
が
処
方
し
た
薬
や
治
療
歴

な
ど
を
記
録
す
る
た
め
の
冊
子
で
す
。

　

通
常
、
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど
で
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
ん
で
い
る
薬
の
管
理
に
便
利

　

お
薬
手
帳
に
は
、
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。

〇
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
時
期
・
量

な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る

〇
緊
急
時
や
い
つ
も
と
違
う
医
療
機
関
、

薬
局
に
行
っ
て
も
、
服
用
中
の
薬
や
治

療
歴
が
分
か
る

〇
医
師
や
薬
剤
師
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

訪
問
看
護
師
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

が
、
お
薬
手
帳
に
よ
っ
て
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る

　

薬
局
ご
と
に
違
う
お
薬
手
帳
を
使
っ

て
い
る
場
合
は
、
１
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ

う
。
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
と
正
確
な

情
報
が
確
認
し
に
く
い
た
め
、
１
冊
で

管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
局
で
の

負
担
金
が
安
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て

す
る
こ
と
を
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
言
い
ま
す
。
自
分
の
健
康

管
理
を
普
段
か
ら
行
い
、
ち
ょ
っ
と
し

た
怪
我
や
疲
労
な
ど
が
原
因
の
体
調
不

良
の
場
合
、
市
販
薬
の
利
用
や
十
分
な

休
養
を
と
る
こ
と
で
自
ら
の
健
康
維
持

に
努
め
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
年

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
こ
こ
ろ
が
け
、
十
分
な
休
養
を

取
る
こ
と
で
病
気
に
な
り
に
く
い
身
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
体
調
不
良
が
続
く
場
合
や
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
容
易
に

自
己
判
断
せ
ず
に
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
、
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
た
う

え
で
軽
い
風
邪
な
ど
や
怪
我
の
際
に
、

市
販
薬
を
上
手
に

利
用
し
て
い
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
薬
局
・
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
の
薬
剤

師
、
登
録
販
売
者
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

　

多
剤
服
用
の
こ
と
を
「
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
ー
シ
ー
」
と
言
い
ま
す
。
多
剤
服
用

が
必
ず
し
も
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、多
く
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
、

薬
の
服
用
が
有
害
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
は
持
病
が
増
加

し
、処
方
さ
れ
る
薬
も
多
く
な
る
た
め
、

多
剤
服
用
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
解
決
す
る
に

は
、
た
だ
処
方
さ
れ
る
薬
の
数
や
量
を

減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
医
師
や
薬
剤
師
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
特
に
重

要
で
す
。か
か
り
つ
け
薬
局
の
利
用
や
、

お
薬
手
帳
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
服

用
し
て
い
る
薬
に
つ
い
て
積
極
的
な
情

報
共
有
を
行
い
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
を
持

ち
ま
し
ょ
う

◇
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト

⑴
薬
の
専
門
家
が
身
近
に
い
る
か
ら

安
心
・
安
全
に
薬
を
使
用
で
き
る

⑵
薬
局
が
開
い
て
い
る
時
間
に
も
薬

の
相
談
が
で
き
、
在
宅
医
療
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る

⑶
医
療
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
る

　

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
ま

し
ょ
う
。
薬
局
で
は
処
方
箋
に
よ
る
調

剤
の
み
な
ら
ず
、
市
販
薬
や
健
康
食
品

の
取
り
扱
い
、
介
護
関
連
商
品
の
相
談

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
複
数
の
薬
局

に
行
く
の
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

を
是
非
決
め
て
く
だ
さ
い
。
小
国
郷
に

は
５
つ
の
薬
局
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で

も
ご
相
談
下
さ
い
。

（
日
本
薬
剤
師
会

　

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
サ
イ
ト
）阿蘇郡市薬剤師会長

玉飼博之
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『年金の日』をご存じですか？
＜ 11月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です!! ＞

　ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみ
ませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、パソコンやスマートフォンからい
つでもご自身の年金記録を確認できるほか、ご自身の年金記録からさまざまな
条件を設定した上で、年金見込額の試算をすることもできます。

　詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧下さい。
　　○日本年金機構ホームページ（ねんきんネット）
　　　https://www.nenkin.go.jp/n_net/

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４７６回市（１０月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 240（本売）
10～13㎝ 561（本売） 531（本売） 481（本売）
14～16㎝ 16,400 15,100 10,000
18～22㎝ 16,200 15,100 10,500
24～28㎝ 16,800 15,300 12,300
30㎝上 15,000 14,000 12,300

3ｍ

4～9㎝ 140（本売）
10～13㎝ 270（本売）
14～16㎝ 19,000 16,200 9,700
18～22㎝ 18,600 17,500 9,200
24～28㎝ 16,000 9,200
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 32,200 31,200 15,700
18～22㎝ 26,800 24,700 15,800
24～28㎝ 25,800 21,300 18,900
30～38㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,257.04 15,640,184 12,442
桧 38.73 776,232 20,042
杉、桧 96.676 864,214 8,939
サワラ 0.518 3,626 7,000
計 1,392.964 17,284,256 12,408
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人
を
差
別
す
る
こ
と
は
、
い

け
な
い
こ
と
と
多
く
の
人
が
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に

は
、
報
道
な
ど
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
日
々
起
き
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
法
律（
条
例
）が

存
在
す
る
と
お
互
い
に
注
意
し

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
お

知
ら
せ
が
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
３
月
の
議
会
で
、「
南
小

国
町
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守

る
条
例
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
教
育
指
導
員
と
し
て
、
た

い
へ
ん
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
全
て

の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有

を
保
障
し
、
法
の
下
の
平
等
を

定
め
る
日
本
国
憲
法
の
基
本
理

念
並
び
に
人
権
教
育
及
び
人
権

啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
、

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
に
関
す
る
法
律
、
本
邦
外
出

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

言
動
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に

関
す
る
法
律
、
そ
の
他
差
別
の

解
消
を
目
的
と
し
た
法
令
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
、

障
が
い
者
、
女
性
又
は
在
日
外

国
人
等
へ
の
差
別
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
（
以
下
「
差
別
」
と

い
う
。）
を
な
く
し
、
人
権
擁

護
の
意
識
を
高
め
、
も
っ
て
平

和
な
明
る
い
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
町
の
責
務
）

第
２
条　

町
は
、
前
条
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
の
全
て
の
分
野
で

町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
町
民
の
責
務
）

第
３
条　

町
民
は
、
相
互
に
基

本
的
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
を

な
く
す
た
め
の
施
策
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
も
人
権
意

識
の
高
揚
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
町
の
施
策
）

第
４
条　

町
は
、
差
別
を
な
く

す
た
め
社
会
福
祉
の
充
実
、
教

育
文
化
の
向
上
及
び
人
権
擁
護

の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
、
国
、
県
及
び
各
種
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
必
要

に
応
じ
て
人
権
に
関
す
る
調
査

を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
相
談
体
制
の
充
実
）

第
５
条　

町
は
、
国
及
び
県
と

の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま

え
、
差
別
に
関
す
る
相
談
に
的

確
に
応
じ
る
た
め
の
体
制
の
整

備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
）

第
６
条　

町
は
、
町
民
の
人
権

擁
護
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

各
種
団
体
と
連
携
し
、
人
権
教

育
の
推
進
と
啓
発
活
動
の
充
実

を
図
り
、
人
権
擁
護
の
社
会
づ

く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
推
進
体
制
の
充
実
）

第
７
条　

町
は
、
差
別
を
な
く

し
、
人
権
擁
護
に
関
す
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
国
、
県
、

近
隣
自
治
体
及
び
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
推
進
体
制
の
充

実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
８
条　

こ
の
条
例
の
施
策
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
町
長
が

定
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

き
よ
ら
塾
で
の
人
権
学
習

　

き
よ
ら
塾
で
は
、
毎
回
「
こ

と
わ
ざ
」を
学
習
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
人
に
優
し
い
社
会
人
に

な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
す
。

　

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
天
は
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず

　

人
の
下
に
人
を
つ
く
ら
ず
」

○
人
間
は
、
平
等
で
あ
り
、
身

分
や
家
柄
、
財
産
な
ど
に
よ
る

区
別
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

「
ど
ん
ぐ
り
の
背
競
べ
」

○
ど
れ
も
み
な
同
じ
程
度
で
、

特
に
優
れ
た
も
の
が
な
い
こ
と
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

○
人
か
ら
話
を
何
度
も
聞
く
よ

り
、
実
際
に
自
分
で
見
て
体
験

す
る
方
が
確
実
だ
し
、
ま
た
よ

く
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

「
氷
山
の
一
角
」

○
表
面
に
見
え
る
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
、
大
き
な
問
題
が
背
後

に
隠
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

211

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
差
別
の
な
い
明
る
い
南
小
国
町
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

仲良く学習
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10
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

10
月
は
、
町
の
図
書
室
に
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
ド
ン
グ
リ
の
あ
な
ど
う
し
て
あ
い
た
の
？

　

こ
れ
、
だ
れ
の
せ
い
？

②
ぷ
っ
く
り
ク
ッ
キ
ー
と
か
わ
い
い
焼
き
菓
子
た
ち

③
だ
ん
ご
む
し
コ
ー
ロ
コ
ロ

④
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

フ
ァ
イ
ル
２
０
２
１

⑤
ス
マ
ホ
を
落
と
し
た
だ
け
な
の
に

　

囚
わ
れ
の
殺
人
鬼

⑥
ス
マ
ホ
を
落
と
し
た
だ
け
な
の
に

　

戦
慄
す
る
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

⑦
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
２

⑧
お
さ
る
に
な
る
ひ

⑨
お
さ
る
の
ゆ
め

⑩
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ち
ょ
～
い
た
ず
ら
ま
ち
が
い
さ
が
し

⑪
人
類
の
歴
史
を
作
っ
た
船
の
本 

乗
り
も
の
歴
史
図
鑑

⑫
雷
神

⑬
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ

⑭
最
後
の
一
年　

緊
急
事
態
宣
言

　

―
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
闘
い

読
書
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
！　
（
第
10
回
）

　

今
回
は
、
南
小
国
中
学
校
の
図
書
室
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

南
小
国
中
学
校
に
は
、
約
８
５
０
０
冊
の
蔵
書

が
あ
り
、
秋
吉
司
書
が
図
書
室
の
管
理
を
し
て
い

ま
す
。
司
書
が
常
駐
し
て
い
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
も
喜
ん
で

図
書
室
に
通
っ

て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、

昼
休
み
等
を

中
心
に
読
書

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
る
と

読
む
本
に
傾
向
が
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

購
入
希
望
図
書
も
広
範
囲
の
希
望
と
な
り
ま
す
。

一
定
の
子
ど
も
だ
け
の
興
味
が
優
先
さ
れ
な
い
よ

う
、
購
入
図
書
も
配
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
の
管
理

は
、
パ
ソ
コ
ン

で
一
括
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
、
空

気
清
浄
機
も
配

置
さ
れ
て
い
ま

す
。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

学
力
試
験
は
な
く
、
書
類
に

よ
る
選
考
の
み
で
入
学
で
き
ま

す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ
の

授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円
（
入
学
金
は

別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目

分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

全
国
57
か
所
に
学
習
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２

月
28
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月

15
日
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
熊
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

～
単
行
本
１
０
０
巻
セ
ッ
ト
配
布
～

　

熊
本
県
で
は
、
本
県
出
身
の
漫
画
家
・
尾
田
栄
一
郎
氏
が
描
く
大
人
気
漫
画
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
』
と
連
携
し
、
熊
本
地
震
か
ら
の
「
熊
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
発
災
後
、５
年
経
過
し
た
熊
本
地
震
の
風
化
防
止
及
び
記
憶
の
継
承
」
や
、

「
子
ど
も
達
に
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
魅
力
（
あ
き
ら
め
な
い
心
・
冒
険
心
・
仲
間
を
大
切
に
す

る
心
）
を
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
心
の
育
成
に
つ
な
げ
る
（
心
の
復
興
）」
等
を
目
的
と

し
、
こ
の
度
、
令
和
３
年
９
月
３
日
に
単
行
本
１
０
０
巻
発
刊
を
記
念
し
て
、
45
市
町
村
に
単
行

本
１
０
０
巻
セ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
配
布
さ
れ
た
単
行
本
全

１
０
０
巻
を
南
小
国
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
配
置
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所

　

南
小
国
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

●
閲
覧
日

　

土
曜
・
日
曜
の
み

●
閲
覧
方
法

　

貸
し
出
し
は
行
わ
ず
、
図
書
室
内
で
の
閲
覧
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

是
非
と
も
こ
の
機
会
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」
と
い
う
作

品
に
触
れ
、
彼
ら
か
ら
元
気
を
貰
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
熊
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

https://op-kum
am

oto.com
/
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
３
年
度
第
３
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
試
験
の
種
類
、
試
験
日
等

■
願
書
等
の
配
置
場
所

　

試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消

防
局
・
熊
本
県
内
の
各
消
防
本

部
及
び
熊
本
県
総
務
部
市
町

村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
11

月
18
日（
木
）以
降
配
置
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
番
４
号　

熊
本
県
教
育
会
館

４
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

在
宅
勤
務
を
可
能
と
す
る
テ

レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
新
し

い
日
常
」
へ
の
対
応
の
み
な
ら

ず
働
く
時
間
や
場
所
を
柔
軟
に

し
て
、
働
き
方
改
革
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
①
通
勤
時

間
の
短
縮（
時
間
の
有
効
活
用
）

②
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
の

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
際
の
事
務
経

費
負
担
配
分
や
労
働
時
間
管
理

の
方
法
等
の
ル
ー
ル
を
示
し
た

テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

説
明
や
、
良
質
な
テ
レ
ワ
ー
ク

を
新
規
導
入
す
る
場
合
に
お
け

る
助
成
金
申
請
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
今
年
10

月
１
日
か
ら
時
間
額
８
２
１
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最

低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事

業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局 
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
あ
そ
高
年
齢
者
お
仕
事
探

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 実
施
！

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
で
は
、

阿
蘇
地
域
に
お
住
ま
い
の
高
年

齢
者
の
皆
さ
ん
の
お
仕
事
探
し

を
応
援
し
ま
す
！
阿
蘇
地
域
の

た
く
さ
ん
の
事
業
所
が
、
高
年

齢
者
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
で
は
「
あ

そ
高
年
齢
者
お
仕
事
探
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
高
年
齢

者
向
け
求
人
の
掲
示
や
事
業
所

説
明
会
（
医
療
・
福
祉
分
野
）

の
定
期
開
催
、
ま
た
相
談
窓
口

で
の
情
報
提
供
等
で
皆
さ
ん
の

お
仕
事
探
し
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

来
所
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

令
和
３
年
11
月
１
日
～

令
和
４
年
１
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

☎（
２
２
）８
６
０
９

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の

「
災
害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設

資
金
、購
入
資
金
、補
修
資
金
）」

の
借
入
申
込
の
受
付
期
間
は
令

和
４
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
申
込
み
を
ご
検

討
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

［
申
込
受
付
期
間
］

令
和
４
年
５
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
支
援
機
構 

お
客
さ

ま
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　

☎
０
１
２
０（
０
８
６
）３
５
３

（
通
話
無
料
）

受
付
時
間
９
時
～
17
時（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）

試験の種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種

乙種第一類～
　　第六類

丙種

令和 4 年
2 月 6 日（日）

書面申請 電子申請

熊本市令和 3 年
12 月 16 日（木）

～
12 月 23 日（木）

令和 3 年
12 月 13 日（月）

～
12 月 20 日（月）

※　詳しくは、試験案内をご覧ください。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

保
育
園
入
園
説
明
会
の
ご
案

内
　

南
小
国
町
立
保
育
園
の
来
年

度
入
園
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
各
申
請
書
等

の
書
き
方
や
添
付
書
類
の
こ

と
、
町
の
子
育
て
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
15
名
の
予
約
制
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
を
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
に
添
え

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
説
明
会
日
程

11
月
18
日（
木
）

｛
１
回
目
｝
午
前
10
時
～

｛
２
回
目
｝
午
後
１
時
30
分
～

｛
３
回
目
｝
午
後
３
時
～

■
会
場

管
理
セ
ン
タ
ー
１
階
休
憩
室

■
そ
の
他

※
年
度
途
中
入
園
を
ご
希
望
の

方
は
今
回
の
受
付
期
間
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い
て

も
各
園
の
定
員
等
に
よ
り
入
園

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た
階

層
区
分
に
よ
り

算
定
し
ま
す
。

保
育
園
の
入
園
申
込
み
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
南
小
国
町
立
保
育

園
の
入
園
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
在
園
児
に
つ
い
て
は
、

現
在
利
用
し
て
い
る
園
を
通

じ
、
関
係
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

11
月
22
日（
月
）～

12
月
17
日（
金
）

■
申
込
先
（
申
込
書
・
各
園
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
備
え
て
あ

り
ま
す
。）

・
役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

・
町
内
各
保
育
園

■
保
育
園
一
覧

市
原
保
育
園
（
定
員
90
名
）

☎（
４
２
）０
１
３
５

中
原
保
育
園
（
定
員
20
名
）

☎（
４
２
）１
４
５
３

黒
川
保
育
園
（
定
員
30
名
）

☎（
４
４
）０
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ

役
場 

福
祉
課 

保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金（
そ
の
他
世
帯
分
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
子
育
て
に
対
す
る
負

担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
等
に

よ
り
特
に
大
き
な
困
難
等
が
心

身
等
に
生
じ
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
支
援
を
目
的
と
し
た
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
未
満（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
で

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
。

①
令
和
３
年
度
の
住
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
令
和

３
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が

住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ

た
。

■
支
給
金
額

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

■
申
請
方
法

申
請
が
不
要
な
方
と
必
要
な
方

が
い
ま
す
。

【
申
請
が
不
要
】

①
に
該
当
す
る
方
の
う
ち

・
公
務
員
を
除
く
令
和
３
年
４

月
～
９
月
分
の
児
童
手
当
受
給

者
。
→
９
月
22
日
に
支
給
済
。

・
公
務
員
を
除
く
令
和
３
年
10

月
分
以
降
の
新
規
児
童
手
当
受

給
者
。

・
令
和
３
年
10
月
分
以
降
の
新

規
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。

【
申
請
が
必
要
】

①
に
該
当
す
る
方
の
う
ち

・
公
務
員
の
児
童
手
当
受
給

者
。

・
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成

17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
出

生
し
た
児
童
の
み
を
養
育
し
て

い
る
父
母
等
の
方
。

②
に
該
当
す
る
方
。　

■
申
請
期
限

令
和
４
年
２
月
28
日

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
７

南
小
国
町
文
化
協
会
員
に
よ

る
作
品
展
示

　

令
和
３
年
度
み
な
み
お
ぐ
に

文
化
祭
の
中
止
に
伴
い
、
南
小

国
町
文
化
協
会
員
の
方
々
の
作

品
を
、
町
民
の
皆
様
に
見
て
い

た
だ
き
た
く
、
役
場
庁
舎
ロ

ビ
ー
に
て
展
示
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

■
展
示
期
間

11
月
１
日（
月
）～

11
月
26
日（
金
）

■
展
示
時
間

平
日　

８
時
30
分
～

　
　
　

17
時
15
分

■
展
示
作
品
内
容

絵
画
・
写
真
・
書
道
な
ど

　

ど
の
作
品
も
文
化
協
会
員
の

皆
様
の
力
作
ば
か
り
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ご
覧
下

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
教
育
委
員
会

☎（
４
２
）０
０
４
７
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
事
案

が
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
人

権
相
談
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、全
国
一
斉「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
実
施
日
時
等

令
和
３
年
11
月
12
日（
金
）～

　
　
　
　

11
月
18
日（
木
）

平
日　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

午
後
７
時
ま
で

土
日　

午
前
10
時
～

　
　
　

午
後
５
時
ま
で

■
専
用
相
談
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
相
談
内
容

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
に
よ
る
被
害
、
職
場
等
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題

■
そ
の
他

　

法
務
局
の
職
員
又
は
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
対
応
し
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
本
強
化
週
間
以
外
に
つ
い

て
も
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
同

じ
専
用
相
談
電
話
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護

課☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま

す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
団
接

種
を
行
い
ま
す

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
、
生
涯
1
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
接
種
を

実
施
し
ま
す
。
10
月
の
集
合
注

射
の
案
内
を
ま
だ
お
持
ち
の
方

は
、
注
射
票
と
問
診
票
を
会
場

ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相

談
い
た
だ
く
か
、
注
射
当
日
に

会
場
の
獣
医
師
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
役
場

へ
の
届
出
が
必
要
で
す

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
。

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
。（
変
更
後
の
住
所
が

南
小
国
町
の
場
合
）

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
。

（
動
物
病
院
の
発
行
す
る
接
種

済
証
を
ご
持
参
下
さ
い
）

■
期
日

令
和
3
年
11
月
11
日（
木
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分
ま
で

■
会
場

南
小
国
町
役
場
駐
車
場

■
料
金

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
3

未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 3,000 円 ―

注射料金 2,800 円 2,800 円

注射済票交付手数料 500 円 500 円

合　計 6,300 円 3,300 円

※お釣りのいらないようご協力をお願いします。

11/ 7(日)～12/ 5(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

11/ 7(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科・小児科

11/14(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科

11/21(日) さかなしハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科

11/23(火) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

11/28(日) 栗林内科医院 ☎24-1024 内科、循環器内科、消化器内科（胃腸内科）

12/ 5(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
一
部
医

療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）」
で
事

前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
種
保
険
証
も
引
き
続
き
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

受
診
が
で
き
な
い
医
療
機
関
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

11
月
19
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 
会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

山
火
事
に
ご
用
心
！

　

山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
ほ

か
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の

落
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ

り
た
き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火

事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と

消
火
は
容
易
で
は
な
く
、ま
た
、

長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴

重
な
森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

①
枯
葉
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
こ
と
。

②
強
風
等
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い

こ
と
。

③
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を

必
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十

分
な
実
施
体
制
を
と
る
こ

と
。

④
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必

ず
消
す
こ
と
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

幸
治
様

吉　

原

（
故
）
シ
ヅ
子

様

大
塚
シ
マ
子
様

矢
津
田
団
地

（
故
）
正
男

様

佐
藤　

秀
治
様

中　

村

（
故
）
ト
キ
エ

様

佐
藤　

鐡
也
様

扇　

下

（
故
）
ト
ミ
子

様

（
10
月
19
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川（
３
回
目
）

北
里　

陽
子　
様　

黒
川

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
ん
ま
り
カ
ッ
コ
よ
く

な
ら
な
か
っ
た
ラ
ヨ
…

あ
ん
ま
り
カ
ッ
コ
よ
く

な
ら
な
か
っ
た
ラ
ヨ
…

お
か
た
づ
け
ま
で
が

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ヨ
ね
～

お
か
た
づ
け
ま
で
が

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ヨ
ね
～

何
か
他
に

使
い
道
が
あ
る

よ
う
な
…

何
か
他
に

使
い
道
が
あ
る

よ
う
な
…

飾
り
を
捨
て
る
の

も
っ
た
い
な
い
ん
ラ
ヨ

飾
り
を
捨
て
る
の

も
っ
た
い
な
い
ん
ラ
ヨ

は
～…

お
家
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

楽
し
か
っ
た
ん
ラ
ヨ

は
～…

お
家
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

楽
し
か
っ
た
ん
ラ
ヨ

少
し
の
手
直
し
で

ま
だ
使
え
そ
う

少
し
の
手
直
し
で

ま
だ
使
え
そ
う

…
…

う
～
む

…
…

う
～
む

来
月
の
Ｘ
マ
ス

ま
で
こ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
か
な…

来
月
の
Ｘ
マ
ス

ま
で
こ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
か
な…

か
ざ
か
ざ

すす

う
ち
う
ち

た
の
た
の

カ
ッ
コ
よ
く

再
利
用
を

す
る
ん
ラ
ヨ

！

カ
ッ
コ
よ
く

再
利
用
を

す
る
ん
ラ
ヨ

！

す
こ
す
こ

つ
か
つ
か

てて

な
お
な
お

ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス

ら
い
げ
つ

ら
い
げ
つ

リ
ユ
ー
ス

リ
ユ
ー
ス

つ
か
つ
か

な
ん
な
ん

ほ
か
ほ
かみ

ち
み
ち

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

※参考（出火原因別件数）
１ たき火 373 件 30.2％
２ 火入れ 216 件 17.5％
３ 放火（疑いを含む） 104 件  8.4％
４ たばこ  63 件  5.1％
５ 火遊び  28 件  2.3％
６ その他（不明など） 450 件 36.5％

合　計 1,234 件
消防庁公表データ（H27 ～ R1 の平均）
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

11/
15月

16 火

17 水
出張就職相談　13：00～16：00 　役場会議室
　※前日までに要予約 

ジョブカフェ・阿蘇ブランチ　☎0967(22)8178

18 木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと・行政相談 10：00～ りんどう荘
保育園入園説明会　管理センター
  第１回10：00～   第２回13：30～   第３回15：00～
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

19 金 定期法律相談 13：30～16：30 役場会議室
さくら荘カフェ 13：30～ さくら荘

20 土

21 日

22 月

23 火 勤労感謝の日

24 水

25 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火 固定資産税　第４期　納期限
国民健康保険税　第６期　納期限

12/
1水

乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

2 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

3 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

4 土 無料法律相談   10：00～12：00   要予約   りんどう荘

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
ちょこっと掲示板（CATV）12月放送分　申込〆切

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

町民カレンダー 11月・12月
令和３年

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

９
／
21
生　

佐さ
と
う藤　

匠た
く
ま真

く
ん

　
（
父
）圭
太･

（
母
）実
穂　
　

扇　

上

９
／
23
生　

田た
は
ら原　

鈴す
ず
か華

ち
ゃ
ん

　
（
父
）裕
介･

（
母
）麻
実　
　

黒　

川

９
／
24
生　

俵た
わ
ら　

　

斗と
う
ま真

く
ん

　
（
父
）隆
太･

（
母
）真
由　
　

森　

園

10
／
３
生　

井い　
　

律り
つ
と十

く
ん

　
（
父
）聡
也･

（
母
）あ
り
さ　

白　

川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
／
21　

佐
藤
シ
ヅ
子（
95
）吉　

原

９
／
24　

佐
藤
ト
ミ
子（
101
）扇　

下

９
／
26　

大
塚　

正
男（
86
）矢
津
田
団
地

10
／
１　

村
野　
秀
夫（
63
）黒　

川

10
／
11　

室
原　

ヤ
エ（
93
）杉
田
上

10
／
14　

佐
藤　

ル
イ（
84
）平

　
　
※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（9月30日現在）

世帯数　1,786世
帯

（－２）〈＋２〉
　男　　1,849人

（－３）〈－30〉
　女　　2,045人

（－３）〈－33〉
　計　　3,894人

（－６）〈－63〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比
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地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を迎え
る町内の長寿者３名に、内閣総理大臣から祝
状と記念品、町からは表彰状などが贈られま
した。
　今回、日本全国で 100 歳表彰の対象者は
43,633 人（前年度比＋ 1,831 人）です。
　多年にわたり社会の発展に寄与してこられ
たことに感謝いたします。いつまでもお元気
で笑顔でお過ごしください。

100 歳のご長寿を祝福
―  令和３年度 100 歳長寿表彰  ―

齋藤サチさん（中杉田１）

齊藤美惠子さん（荒倉） 鎗水スミさん（動目木）

10/16（土）にふるさと花火大会が開催されました。
少し肌寒い中での花火大会でしたが、空を彩る花
火に心温められました。雨が強く降っていたので
すが花火が打ちあがる直前には小雨になり、多く
の方が花火を見上げる姿が見られました。
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